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は　じ　め　に

　鉄道線路などの陸上交通諸施設が地域住民と共存して，健全にしかも安全に本来の輸送業務

を持続的に達成するためには，沿線の環境保全が前提となる。とくに新線の建設による輸送効

率の増大をはかるなどの計画，実施に際しては十分に周辺住民の生活環境の維持，保護のため

の施策が同時に行われなければならない。

　国鉄中央本線では岡谷～塩尻間の輸送効率の増大をはかるためにトンネルにより両地区の距

離を縮める新線が時代の要請に応じて行われている。地形的制約により，この新線計画1ヰ岡谷

市内の橋原，三沢地区で集落の中を通過する。両地区の住民生活面に対する騒音，振動その他

の直接，間接の影響を抑えるだけでなく，積極的により多彩で安定した生活環境を形成するた

めには従来の非生物的な土木工学的な手法だけでは不十分である。

　同時に地域住民が長い聞共存してきた，また郷土の景観の主役として親しまれてきた郷土種

による郷土の森の創造が必要である。線路沿いに形成される郷土の森は時間と共に確実に発展

し，防音，集じん，空気の浄化機能などの多様な環境保全機能を果すと共に，火災に対しては

逃げ場所，逃げ道としての役割も果す。

　従来のいわゆる緑化としての表面的な美化だけではなく，地域の住民と鉄道線路との共存を

はかるために，接点に緑のフィルターとしての立体的な緑が形成されるような森づくりこそ，

今後の環境創造の基本となる。十分な環境保全機能を果す郷土の森づくりには，生態学的，植

生学的現地調査を基本とした，‘し科学的な処方箋”や‘脚本”に従って行わない限り成功は難し

い。

　岡谷市内の国鉄中央本線の新線沿い橋原，三沢地区では，市民の心身共に健全な生活環境を

保証し，新しい交通施設との無理の少ない共存をはかるため，鉄道沿線境界環境保全林の計画，

実施のための生態学的，植生学的な調査，研究が1978年度かち実施されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（娼婦・佐々木・木村1979，宮脇・佐々木1980，1981．）

　電報は，境界環境保全林形成のための具体的な土盛り，表層上の客土から植栽樹種の決定は

もとより，植栽法が調査，提案された。また具体的に実施できるように詳細な図面を数多くつ

けて，担当者はもとより施工業者や一般市民にも十分理解され，協力できるようにまとめられ

た。

　この植生学的な調査結果を基本に1982年には，すでに形成されているマウンド上に環境保全

林の植栽が，市民自らの手で実施されるように強く期待される。
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Fig．1．橋原・三沢地区位置図
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1．語原・三沢地区周辺の自然環境と自然植生

　橋原・三沢地区は長野県岡谷市の南西部の諏訪湖畔に位置している。加えて南の天龍川，釜

無川に沿う伊那谷と諏訪，甲斐との交点であり，しかも，北の梓川に沿う松本盆地との交点で

もある。したがって，古くから交通の要所であると同時に，人の居住生活の場として栄えてき

た場所である。人間の長い生産活動は，周辺域の自然植生を拓き，代償植生である人工林や畑

地などに変えてきた歴史でもある。

　1000m級の山地にかこまれた橋原・三沢地区は，畑地，居住地として集約的な土地利用でき

る範囲は限られていたものの，周辺の山地一帯隅なく利用してきたといって良い。したがって，

現在幽遠，三沢地区の周辺には，ごく限られた場所を除いてほとんど自然植生を見ることはで

きず，代償植生によって占められている。

　橋原・三沢地区は，本州の爾北と東西の両方の中心地点に近く，内陸型の気候区分に属する

地帯である。この内陸型気候は類縁的には太平洋型気候に近いものである。また海抜高度では

約760m付近に位置している。

　植生に直接的に関係し，主要な制限要因となる自然環境条件と，我々の今日までの広範囲な

植生調査結果（宮脇他1971，1977，1978，1979）から橋原・三沢地区はブナクラス域の下部に

あたる暖帯夏緑広葉樹林域に属するものと考えられる。長野県の中南部における暖帯夏緑広葉

樹林は，標高約400mから1100mの範囲にあると考えられ，橋原・三沢地区は，標高的にも良

くこの暖帯夏緑広葉樹林域にあてはまっているということができる。長野県の中南部の暖帯夏

緑広葉樹林は，尾根部の貧富で，乾燥する立地で，トウゴクミツバツツジーアカマツ群集，コ

バノミツバツツジーアカマツ群集，ヤマツツジーアカマツ群集モチツツジーアカマツ群集の

アカマツ林と中腹の中康立地を占めるトウゴクミツバツツジーコナラ群落，クリーコナラ群集

のコナラ林，斜面下部の富養立地を占めるアブラチャンーケヤキ群集，オオモミジーケヤキ群

集のケヤキ林，そして低地の過湿立地上でのハンノキ林やヨシを含む湿性多年生草本植物群落

の各群落がそれぞれ考えられる。とりわけ，ここ橋原・三沢地区では，ヤマツツジーアカマツ

群集，クり一コナラ群集，アブラチャンーケヤキ群集（オオモミジーケヤキ群集も含む），マツ

バスゲーハンノキ群集の4群集がおもな潜在自然植生としてとりあげることができる。

　この4群集の潜在自然植生群は，生態的に隣接する森林植生群であり、長野県の中南部で標

高400mから11001nの範囲に発達すると考えられている。

　長野県の県南部の標高400m付近ではシキミーモミ群集，アラカシ群落，イロハモミジーケヤ

キ群集，ハンノキクラスの潜在自然植生群が認められる。ここでは，より多くの常緑広葉樹類
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Fig．2自然植生に近い植生の残存する小野神社

F圭g．3植栽木が多いながら良く発達した諏訪神社の社叢林
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の生育が可能であり，境界環境保全林の形成には，さらに多様な樹種の利用が可能である。し

かし，長野県内ではわずかに下伊那郡の一部の地域に限られる。

　また，より高海抜地の標高1100mから1800m付近まではホンシャクナゲーヒノキ群集，コカ

ンスゲーツが群集の山地針葉樹林，ウラジロモミーブナ群落，ヤマボウシーブナ群集，イヌブ

ナーブナ群集，ミヤコザサーミズナラ群集，スズタケーミズナラ群落のブナ，ミズナラ林，そ

して漢谷部に発達するフジシダーサワラ群集，ミヤマクマワラビーシオジ群集，タマアジサイ

ーフサザクラ群集など湿性林の潜在自然植生群がある。これらの潜在自然植生群の配列は諏訪

湖をとりまく山地一帯，すなわち霧ヶ峰，入ヶ岳連峰，南アルプスの山スソを占めている。し

かもこれらの植生群は尾根部や，谷部沿いに標高1000m以下まで低下している地区もある。し

たがって，橋原・三沢地区でも一部の樹種を利用することは可能である。



7

II．土壌凍結状況の予備調査

　岡谷市の橋原・三沢地区は，表日本型気候区の内陸型に属し，冬季，積雪は少ないが，厳し

い寒さが続く。この冬季の厳寒により，岡谷地区では土壌が長期間凍結する。土壌の凍結は場

所によっては，土壌の深層にまで達し，植物の生育にも大きな制限要素となっている。したが

って，土壌凍結に対する対策を見いだす手がかりとして，植生の違いや，環境条件のちがいに

よって土壌凍結の状況の違いを予備的に調査をおこなった。

　土壊凍結調査は，土壊凍結の初期にあたる12月中旬におこなった。調査地は塩嶺高原を中心

に，植生と環境要因の異なる11地点が設置され，凍結深度と凍結状況が観察された。土壌凍結

状況調査の結果は，Tab．1に一覧表として示されている。

Tab．1　土壌凍結状況調査結果

植　　　　生 土　壌 凍 結 状 況

1．クリーコナラ群集 L層とA層の上部までの5cm凍結

踏圧で凍結層が割れる

2．アカマツ人工林 L層の1～3cmのみが凍結する

土壌水分が少なく， A層が固結凍結する ことはない

3．カラマツ人工林i
　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　】

4．ヒノキ人工林

5．ニセアカシア人工林

6。回縁草地
7。牧　　　草　　　地

8．畑　　　作　　　地

9．ゴルフ場芝地
10．ローム層ののり面

11．　人　　工　　造　　成　　土也

L層の2～3cmのみが凍結する

A層以下は含気量が多く，凍結していない

L層の2～3cmのみが凍結する

踏圧で凍結層が簡単に割れる

15～20cmの霜柱ができている

霜柱の下は凍結していない

10～15cmにわたって土壌自体が硬く凍結

10cm程，硬く凍結

10cm程，硬く凍結

15～20cm，硬く～東結

15～20cmの霜柱，霜柱の下は凍結していない

きわめて硬く，岩石のように凍結，凍結深度測定不能



8

’‘脳』 ?／ 釜

　郵、

嘔

　　　　糟曜、
認．．．．晒轟禰

2

ノ姦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰍

綴1灘灘欝饗
　　　　　　　　灘

　　　　　　　　　　　ビ録

　　　　駕糠“v縄墨糊置窯兼瀦
　甲ぴ　噸クへ㌢駄ド＿㍉P

　　轟澱　　　　　　 警樹

醐．

聾　年熱

雛

k3麟一
　　　　　鰐一

羅

一

嶽＿
帆鞠斯園
圃掛き

麟・1誉一難

罐鍔

無

難艶
　　　級鞭
5蜜識
　　　．罫．緯　 毒

曝欝

難鍵瀦雛．
霧
四鯉鷲脾

　晦繍

誤灘撫

　　纐
島薦嚇”“
　　潔
瀞

鍬摂驚扁僻ヒ叉層煽

毎講論凸鉱熱論

説

　　　噴
　　　ぐ護
　　吻邸突
圃＿」．灘7ヤ4

騙轡

4

逃腰憾

Ψ
1：クリーコナラ群集

疑欝

長囁．

薬

，・ジヨ

．甑

ψ騨’

鍵

　　藻菰灘琳i三脚

嬬　締ぷノ　　　噺耐碗…一
．ダ拝・

やび

瀞

．幾薪購一

、勇

間隔．・㌦瀞妙砺

　　㍍蝋　　卿籍弊

零。欝

　　鶴　弐結 納

　総懸警一瑞漏艶㌔一．属跡『緬瞬・

海
　　う　　　ドドレ
馨灘滅強烈ダ
欝・バゐ舞餅御

伽‘ド“’「「r
蹴置くン・・ヂr．、

瓢乍早《辞へげワ頻・
内、･ぱ〆囁㌦り≧

3：カラマツ人工林

8

5：牧草地

議籍象転
　　　　　噸謝…観鵡

婆

締
驚解
　　　　　　禦

7：ゴルフ場芝地

2：アカマツ人工林 4：離縁草地 6：畑 地 8：人工造成地

Fig．4土壌凍結状況調査地点



9

　以上の土壌凍結状況の結果をまとめてみると，一般に森林植生下の土壌の凍結は，表層のL

層と，A層の一部の凍結にとどまっている。凍結深度も1～5cm程度である。またアカマツ林

やカラマツ林などのように，土壌表面に，落葉層がある場合には，L層のみの凍結ですんでい

る。またニセアカシア林の場合のように土壌の含水量が高い所では，15～20cm以上の霜柱が形

成されている。

　森林植生以外の草地では，植生の違いにもかかわらず10cm～20cmの深度にわたって，すでに

石のように凍結している。植生のまったくない人工造成地などでは，凍結深度の測定が不可能

なほど硬く凍結している。

　以上の結果から森林植生下の土壌は凍結が表層の一部ですみ，またし層が発達している方が，

土壌の表層の一部L層の凍結だけでまぬがれる。また草地では，最厳寒期には，30cm程度まで

凍結することが予想され，裸地では，さらに凍結深度が深まることが予期される。また，土壌

の含水量が高い場合には，霜柱の結氷や土壌凍結が進行しやすいことが明らかとされた。

　以上の結果から，鉄道環境保全林形成に際しては，土壌凍結を緩和するために，土壌の含水

量を低下させること，苗木の密植をすること，しきわらなどによるマルチングをおこなうなど

の対策が望まれる。
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III．植生学の調査結果を基礎とした

　　　鉄道環境保全林形成の基本計画

　新線建設などに際しては，防音壁の設置などの技術的対策が施されている。しかし，個々の

対症療法的な部分的対策だけでは十分でない。新しい時代の交通施設の建設に際しては，積極

的に地域住民の持続的な生存環境，緑豊かな生活環境の創造が強く望まれる。

　とくに長野県橋原，三沢地区のように住宅内を新しい鉄道線路が通過するような立地では，

すでに計画・実施されているように新鉄道線路と民家の聞をできるだけ離す。さらに可能なか

ぎりの努力によって得られた貴重な空間を一時的な住民の便利で経済的な施設，たとえば遊び

場，駐車場などの安易な利用にのみ使わない。むしろ将来立体的な境界環境保全林が形成され

て，地域住民と新しい輸送施設とが緑のフィルターを通して共存できるような境界環境保全林

の積極的な形成が必要である。

　橋原，三沢地区の国鉄中央本線新線沿いの鉄道境界環境保全林の形成に際しては，技術的な

配慮と同時に生態学的な現地調査結果を基礎とした地域住民の持続的な生存，生活環境を保証

するための環境保全林の形成が望まれる。新しい時代に対応した一見平凡で，実は，もっとも

適確な総合的な環境創造の生きた実例が三原・三沢地区に形成されることを強く期待したい。

　生態学的な植生調査結果を基礎とした鉄道環境保全林の形成のための基本計画は，Fig。7．

に示されるような作業課程を経て提示される。



　　12

國植生調査から環境保全林づくりの流れ

植生調査

現地調査 植生・土壌

植生単位決定

現存植生図作成
潜在自然植生図作成

植栽立地図作成

：斎1塞瀞：

箏、．：÷，．黒．、．．

植栽樹種選定

表層土保全

蒜’花●塞二二1言”誌計画

緑化具体策

設　　定

実　　施

管　　理

使用苗木生産

　　　　　土壌対策

緑化実施計画・植栽方針など

植栽地盤造成

”蓑議薪”

　　　　　　　　　　　　　・口’：F装甲ー一二＝

　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林内うっ閉　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　i　安定期の成長
　　　　　　　　　　　　　　L＿＿＿＿＿＿＿」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　環境保全林
Fig．7植生調査から鉄道環境保全林形成までの課程

植栽工事

初期の成長

「…㎜……　｝一一　｝一
　マルチング，苗木の密植など1

．．

ｰπ、τ、ππ、で、．，

「

　｛

　l
　i
　I
　I
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　1）緑地効　果
　今日みられる多くの緑地の形態，構造をみると，芝生のような単層緑地から，植込み，面木，

並木，そして樹林型と様々な緑地がある。しかし，環＝境保全緑地という観点からみると，緑地

は単層緑地より，多層緑地，単木よりも樹林型の緑地が量的にも，質的にもより緑地効果が高

いことが知られている（Fig．8参照）。

　　　　　　　　緑土也効果度　　　　　　　　　　　　　　　　群落橘i造

V

、　　，

、

’ン’

四層および多層群落（高木林）

◎

大

緑

地

効

果

防　音

防　塵

その他

三層群落（亜高木林）

Hi

　二層群落（低木林）

II

高茎二層群落（高覧草本植物群落）

小

　　　　　　　　1　　　　一一
　　　　　　　　　　　　低茎一層群落（低茎草本植物群落）

　　　　　　　　Fig．8群落構造による緑地効果度

　また，生きている緑によって形成される環境保全林は防音，防塵，防風気候緩和，空気浄

化などの効果が具体的，科学的にも証明されている（Fig．9～13参照）。
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Xユ＝82－0．23H－0．02313－0．058L
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X：樹林帯後方の音圧レベル（dB），．X1

凡B，五：フィート，図速は考慮せず。

50 60・

針葉樹，x2　落葉樹

70 80 90 100

ゐ（瀟）

（a）樹林帯による三音（距離に対する音圧レベルと減衰事例）
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焚

100

50

20

10

5

2

1

100

周波数（Hz）
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Fig．9環境保全林の防音効果

500　　1，000 5，000　10，000

1．非常に葉が多い。約6m先が見通せる。枝や幹を

　切りおとして通らねばならない。

2．非常に葉が多い。約15m先が見通せる。枝葉を切

　　りおとさなくても，なんとか通ることができる。

3．葉が多い。約30m先が見通せる。注意すれば自由

　　に歩ける。

4．葉か多い。約60m先が見逓せる。かなり容易に通

　れる。
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①林帯が密な場合

／／
　　　／．

　　　　一

「一一

1
1

1

　　一　＼
　　　　　　　　　　も＼＿　　　ρO
　　　　一》　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　鱒騨→

3 2 1 0 1　H　　　2 3 4 s 6

②林帯が組な場合

　編＿ 一　　一　　　　’「一　　　　　　　　＼／　／　し＿．＿→　　1

1一＿」　　　　　　　　　＼
P　　　　、　　一一一一　一

P→　　　　　→　　　　　　　　　　→

3　　　　2・　　　　1　　　　0　　　　1H 2　　3　　4　　右　　6

（a）林帯の状態と風の流れ

％　風上側
100

濁　　50

0

風下側

、＼控 　　　　　　　　ノ似tした　　！！

●

ミ＼i7，　，艇 林帯　　1！

∵，

密の場合

0 森帯
10　　　　　20　　　　　30

林帯からの距離（樹高の倍数）

　　　　（b）幅の狭い林帯の風速減少率

　　　　環境保全林は防風効果を持つ

Fig．10環境保全林の防風効果
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Tab．2　樹木による防塵効果の一例

樹種

アオキ ツノ・ミキ
マサキ

シラカシ ヤブうケイ

カヤ
イヌツゲ

モチ
ヒムロスギ

カイ

C　．
Bフ
cカキ

煤塵の透過率（％） 65．1 70．9 50．2 14．0 47．7 77．1 43．0 44．2 37．3 40．7

防　　御　　率 34．9 29．1 49．8 86．0 52．3 22．9 57．0 55．8 627 59．3

P・P・！n・

0．070

0．060

0。050

　　0．040
δ
OQ
　O．030

0．020

α010

　0

　　一防煙斜なし
　　　　　（47．2．29）

1…鴨騒
＼

　＼

　測点トチ　 リ　ヌ
足巨離職　　0．5　5．5　　　　　　21　　　　　40

　（下り線SO2ハンディサンプラー法）

実験対象　転炉粉塵，焼結鉱粉塵，コークス粉塵

（a）樹種別実態防御試験
（本多　牟：東京都内造園樹木に関する公害調査研究　より〉

指数

100

80

60

40

　20

　0
測点

植栽前面
（道路際）

植栽
群中

植栽後面

　　　1921222324252627282930　　31　　32　　33
星巨離mO581318232833384348　58　68　78

（b）防煙林の設置前ならびに設置後

　　のガス汚染濃度分布
　　（日本道路公団ら，1972）

（c＞防煙林による煤塵の飛散防止効果

（B本道路公団ら，1972）

Rg．11環境保全林の防塵効果の一例
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大気の流れ

気温分布

　　　　　　　　　　　　　　　夏期における空気浄化システム

Fig．12環境保全林の空気浄化と脚韻効果

　　　　　　　　　　　　複合の機能体

　　　　　　汚れた空気

　　　　　　　麟　電力＿
　　　　　　　　　　　太陽熱吸収マット

環　　　　　↓

1酷；’驚一

　　　　　　　　　　　　　．ρ

防音　　・〒

鋤防火
叫防風
鋤

清浄な空気

⇒
⇔
　　　二

環境保全林

水ガメ　　・・’㊦①器

　　　＝。　（DO

美術館
休憩所

・㌔

三

1る

馬 避
難．

路

動瓢汽
　植物
　　　　“

地盤安定杭
　　　

1

7
ヤ

Fig．13環境保全林の多重機能性（新井1982より）
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　2＞土壌の保全と改善

　植生の復元，積極的な潜在自然植生を基礎とした緑の環境創造には，生きている植物の直接

の生育基盤である土壌の改善に留意する必要がある。すなわち，植物の生育する土壌作りが必

要である。ここでいう土壌とは，生きている植物にとって不可欠な養分と酸素の十分含まれ，

土壌微生物群の充満した有機土壌である。有機土壌は，岩石が風化して生じた無機質の土壌母

材に，長い時間をかけて，落葉や動物の遺体を無数の土壌動物，微生物によって分解，まぜあ

わされて形成された黒色から茶：褐色の表層土（母土壌Mutterboden）である。この黒色の表層土は

以下のような機能的効用を備えている。

①養i分の保持及び供給

　　　・動植物の遺体である腐植に富む土壌により構成され，降雨による養分の流出を紡ぎ徐

　　　　徐に養分が植物に供給される。

　②水分の保持及び供給

　　　・膨軟性が高いため降雨水をより深く地中に浸透させ，また長時間にわたり植物にとつ

　　　　ての有効水分の保持及び供給を行う。

③土壌微生物などの活動の促進及び生活の場の提供

　　　一土壌徴生物の繁殖活動を盛んにし，有効な養分を増潴させ，土壌の団粒化を促進する。

　　　　また土中生物の生活の場を与え，自然の生態系の維持を行う。

④水分の1醸i，災害の防止

　　　・晶出な土壌は，水分を洒養し，雨水がすぐに表流水として流出することを防ぐ。この

　　　　保水能力は，多くの災害を未然に防止している。
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諸薄

．観

震灘．
細蟹囁：ぴ

窺

馨

唾壷
Fig．14黒色の埋没土壌。有機質分に富み雑草がすぐ進入している。

覇’螺

髪髪孫霧

1二黎轡襲滋轡叢鎮麟欝欝蒙噸就認賊難㌻憂働蜘。編瀕

Fig．15空地に野積された表層土
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　最近の大規模な土木工事に際しては，ブルドーザなどの大型造成機械によって微生物の充満

している表層が撹乱され，無機の土壌母材がむき出しである場合が多い。今顕の各地の都市，

産業立地などにおける植樹や緑地帯形成の失敗例の原因も，この表層土，生きている有機土壌

の喪失と，土壌条件の改善が不十分であることに基因していることが多い。とくに冬の気候条

件がきびしいといえる橋原・三沢地区を含む中，北B本のブナクラス域では，自然の土壌の形

成作用が緩慢であるといえる。苗木や植栽樹種にとって抵抗力のもっとも弱い時期である植栽

初期においては，土壌条件の改善は必要欠くべからざる条件ともなってくる。一般に，土壌微

生物の充満した黒色の有機土壌は，日本の森林植生下においては地表からの厚さは30cmにすぎ

ない。地域によってはさらに少ない場合がある。

　しかし，ここ橋原，三沢地区においては，畑作地跡が多いことや，古くからの農耕地跡であ

ったことから，自然の森林土壌とはやや性格を異にするものの，古代の“埋没土壌。をも含め

て，黒色の有機土壌が比較的大量に存在する。したがって，環境保全林の形成予定地にマウン

ド状に土塁をきずいてこの有機土壌を保全し，表層に復元して環境保全林の生育環境の基礎作

りとするに十分可能である。

　3）植栽地盤の形状
　環境保全林はその機能を果たすために，できるだけ幅広く設けることが望ましい。植栽地盤

の断面形状は，適正な水分保持の面から検討する必要がある。

　樹木の生育にとって，水分はもちろん不可欠のものであるが，その水分の有無も程度を越え

るものであってはならない。特に植栽後枯死に至る原因で，水分の過剰による場合が多く見受

けられる。いわゆる根腐れによる枯死である。降雨により地面に吸収された水が地下水位の高

い場合，あるいは勾配がないために，根系の周りに，いつまでも停滞して呼吸困難や酸素不足

を起こすのが原因である。この様な支障を避けるために広い平担地においては通常植栽地盤の

形状は，傾斜をつけたマウンド方式が望ましい。さらに美観や緩衝効果の点からも効果的であ

る。

勾配！：N
i1：1・～1：5程度）　　　　鋪土厚さ20～30㎝

高さ　hm　　　　　　　4
・．

@響，
既存地盤81口lll翠lI日‘

@棄堀り側溝 幅　　Bm 繁掘り側溝

b

畳

Flg．16植栽地盤（マウンド）の標準形模式図
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　斜面の勾配があまり緩い場合は，やはり停滞水の恐れがあり，ま

た急にすると，雨水による表層土流亡の恐れがある。所定量の盛土

を完成させるためには，自然沈下を見込んで20～25％程度の余盛り

を考慮する必要がある。

Tab．3マウンドの幅と高さの目安

幅（B） b h 1
o N

10m 5m 0．5～1．Om 1 ．10～ 1．5
20 10 1．0～2。0 〃

30 15 1．5～3．0 〃

40 20 2．0～4．0 〃

0 25 2．5～5．0 〃

100 50 5．0～10．0 〃

マウンド上部でなだらかな部分が

Fig．17マウンドづくりの注意点
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⑱植栽地盤づくりの模式國

　　山中式硬度計など

P川｝

大きな岩石などは取り除いてハッパ
などにより破砕する。

働切土部……嗣砂層や心土が露出し

　　　　　　ているところがある。

醗盛土部……大形建設機械により締

　　　　　　め固められている場合

　　　　　　が多い。

樹木にとって有害な物質及び障害物

の除去

薪起・耕土

　　検土丈など

下層土の搬
入・盛　土

親 等

－

約1．Om程度の耕起・耕転…有効土層

　　　　　　　　　　　　の確保

硬い地盤をブルドーザなどにより耕

起する

搬入・盛土には接地圧の小さいキャ

タピラ式のブルドーザ使用

←平担地の場合には緩傾斜をもつマウ
　　　　ントづくり

1
t i111 11111

マウンドの盛土厚が大きいときには，，

使用機械の耕転深に合わせて数回に

わけて，耕紅，盛土をくり返す6

既存地盤と下層土を良く耕転ずる（20

～40cm）農業屠トラクタ（プラウ，ロ’

一端リ），スタビライザ使用。

表層土の搬入

覆土，整地

　　検土丈など

マウンド完成

需箭冊

Fig，18植栽地盤づくりの模式図

表層土と下層土を良くなじませるよ

うに耕惹し，整地，農業用トラクタ

（ロータリ，ディスクハロー），小型

耕萩機の利用により2～3回耕萩を
行う。

良い表層土がえられない場合には，

腐植有機質の混入，耕転により“土

づくり”を行うQ

表層土（厚さ20～30c淘

十分な有効土層確保（120cm以上）

表面排水がとれる傾斜（10～20％）

十分排水ができる勾配と断面確保
（素堀り側溝など）
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　　　　…
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F三g．22鉄道環境保全林形成予定地

Flg．23鉄道環境保全林形成予定地，岡谷トンネル入日
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Fig．24鉄道道環境保全林形成予定地，のり面部

Fig．25鉄道環境保全林形成予定地，歩道橋付近
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　4）緑　地　形　態

　機能的緑地という観点からみても，環境保全林は，機能的効果度のもっとも高い森林の形態

構造をとることが望まれる。しかし，もともと国土の狭い我が国においては，緑地として利用

できるスペースの問題から離れることはできない。

　しかし植生学的には，緑地の樹林形態は，緑地幅数蒲で，最低限の樹林形態を形成すること

は十分可能である。緑地としての面積幅が最少面積しか確保できない場合には，樹林形態の最

小型であるピラミッド型（F三g．26．一A）が，緑地面積幅に余裕がある場合には，ピラミッド型

の側辺を平行移動した台形型（Kg．26．一B）の緑地形態が望まれる。

　このように緑地として利用できる面積によって，環境保全の樹林形態を変化させることによ

って対応することが可能である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！八、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　ヒ
　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　！　　、

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、｛＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一・

1

　　　　　Fig．26緑の環境創造計画の緑地型の例。

　　　　　　　　　A：ピラミッド型緑地

　　　　　　　　　B：台形型緑地
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懲懸盤

麟　麟．

　　　　嚢
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鵡
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講灘灘響．

Fig．27緑の厚い層を持つ、環境保全林に近い緑地の一例
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　5）マント群落とソデ群落の併用活用

　森林型の緑地の形態は，基本的には自然の樹林の形態をできるだけ忠実にとり入れたものと

いえる。しかし，樹林の形態だけの模倣では多様な生命集団の健全な生育環境の碓保には不十

分である。樹林形態に合わせて，さらに質的にも自然林に近づける。すなわち，植栽される樹

林の種類の選択も，その土地本来の樹種である潜在自然植生の構成種群を基礎に決められなけ

ればならない。本来森林は，林内に外部からの強い直射日光や風などが直接透入することを嫌

う，一つの閉鎖社会でもある。すなわち高木類の樹木が生育する樹林の林床には高木類の他に，

うす暗い森林で生育する陰樹類が生育する。樹林の両サイドには，林内に直射日光や，風が直

接入ることを防ぎ，機能的に樹林の保護の役割を果たすマント群落およびソデ群落が発達して

いる。マント群落は陽樹の低木植物で構成され，ソデ群落は陽生または半陽生の草本植物によ

って構成される群落である。環境保全緑地の形態でも，これらのマント群落，ソデ群落を備え

た安定した形態を基本単位としなければならない。前項の緑地形態（Fig．26）はこれらマント

群落，ソデ群落を備えた緑地の基本単位から導かれたものである。

　樹林の外縁にマント群落とソデ群落の併用共存的な形成は，緑地の面積が狭ければ狭いほど

必要になってくる。

　Fig．28には，緑地の主要部である森林群落に対するマント群落とソデ群落の配置を示したも

のである。新しい時代の緑地の本体である森林群落の面積の減少にともなって，マント群落，

ソデ群落の相対的な面積と量が増大している。
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植付当初（苗木による）

甲1・∵’

一ソデ群落
I　　　　　　　　　　　l

@マント群落 高木履

ソ　デ　植　栽
iソデ群落梱当）

マン　ト植栽
iマント群落相当）

高　　　木　　　層

・飛砂防止 ・中・高木層の日光・ ・防風・砂防・騒音防止，遮蔽，修景，

・土壌乾燥保護 の進入の保護 微気象緩和など
臼　　標

・直射日光反射緩和 ・道路の美観・修景 ・将来，自然の森の姿を形成する

・マント植栽の保護

・植物による地表被 ・潜在自然構成樹種 ・潜在自然植生樹種による多種類の高

圧 のうち低木類によ 木樹の植栽（Tab．4）

・シバ，グランドカ る植栽（Tab．4） ・常緑広葉樹が可能な地域であれば常

植栽方法 バー，プラソツに ・密植寄植 緑広葉樹の積極的導入

よる植栽 ・刈込，生垣 ・ポット苗木の密植

・花　＿ ・花木，刈込可能な

樹木の美観三二植

管　　理
・定期的なシバ刈施
??

・勢定，施肥 。糸刀其月ll穿至里（1～2年）1徐二草，　方色冠巴

Fig。28マント群落，ソデ群落の配置と機能
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　6）植栽樹種の撰定

　構i成する樹種の選定は環境保金林を計画するうえで，最：も重要な因子であるので，以下の方

法で選定を行うことが大切である。

①植生図（現存植生図，潜在自然植生図及び立地図）を参考にして，その地域に植栽可能

　　な郷土樹種の選定を行う。

②自然槌生における林の構造一高木層，亜高木鳳低木層の配列に従い，将来高木，

　　亜高木になるものを中心に選定する。

③高木となるもののうち，常緑広葉樹が†庭鐵可能樹種であれば落葉広葉樹，針葉樹に比べ

　　より高い環境保全機能を果すので，選定の基準とする。

④自然林における林縁部のマント，ソデ群落にホiヨ当する植裁帯を設け，その土地に植栽可

　　能な樹木の中から選定する。とくに苗木の初期の生育を保護する機能（防風，防寒）を重

　　視する。道路沿いの植栽は，樹木のもつ美しさ等修景，美観を考慮するとよい。

⑤植栽可能樹種の中から，なるべく多種類のものを選び配植する。単一植栽（糸屯林）は，

　　自然のもつ多様な調整機能が弱く，例えば病虫害発生時に大きな被害を受けたり，共倒れ

　　などの現象が起こりやすい。

⑥自然植生の構成にないものや外来樹種は，極ブ」避ける。外来二二は，将来にわたる自然

　　繁殖，更新や遷移，異常気象による災害等の抵抗性，病虫害の抵抗性に保証がない。

　植栽する樹種の選定と同II寺に樹木の調達計画をたてておくことが大切である。自然植生樹種

の中には，市場性のないものもあるため，市場調盗，生産計画，委託栽培などの発注を緑化計

画に合わせて計爾的に行う必要がある。

　以上の結果から橋原，三沢地区における鉄道環境保全林形成の為の植栽適牲がTab．4のよ

うにあげられた。



Tab．4。橋原，三沢地区における植栽適性種
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Fig．29岡谷市周辺にみられる社叢林での例，夏緑広葉樹のケヤキ優占林の場合

麹

鍵

∴磯1

鰻

F量g．30岡谷市周辺にみられる杜叢林での例，常緑針葉樹類のモミ，ヒノキの優占林
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Fi窮．31夏緑広葉樹を使用した場合，冬季には明るい林絹を示す
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F玉霧。銘常緑針葉樹を使用した場合，冬季にも曙い林棚を示す
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　7）ポット苗の利用

　鉄道環境保全林は主に鉄道路線に沿った敷地外周において形成されるものであり，ここに植

栽する樹種は，周辺の植生調査結果に基づき，潜在自然植生の構成樹種を主体に導入するのが

望ましい。環境保全林形成の方法としては，幼木（ポット苗木）を使用し，育成するのが最も

有利である。

　従来，造園的な緑化植栽工事は，一般的に成木による植栽を行い，植栽直後からある程度，

修景効果を期待し計画を行っている。環境条件のきびしい立地や，大面積の環境保全林計画の

場合，成木植栽では，コスト，活着率，樹種の大量調達などの面で困難な問題が多いが，苗木

植栽は，苗木という特性上からこれらの問題が解決でき，大規模な造林に有効である。

　Tab．5には，ポット苗の特徴と特性について成木植栽と比較した’一覧表をあげた。またポ

ット苗の撰別，判定には以下の点に留意が必要である。

　○病虫害等に侵されていない苗。

　○樹芯・直根等が切断されていない苗。

　○枝葉と根とのバランスの良くとれている苗。

　○ポット苗の場合，鉢内にて良く根先の充満している苗。



Tab．5成木とポット苗植栽の比較

苗　木　植　栽 成　木　植　栽 直　播　植　栽

市　場　性 2～3年前に生産計 生産に限度がある。 採種は豊凶差がある。
（樹種の調達） 画をたてれば，大量 大量播種可能。

生産可能。

活　着　率 ポット生産品であれ 根系の発達状態が一 病虫害や動物の食害，
ばほとんど活着する。 定でないので，枯損 発芽不良が出るので

木が生じる。 大量に播く必要があ
る。

根の状態 ポット生産品では， 根系が大きいので，

細根が損傷されるこ 移植の際大量の根切
となく移植できる。 りが行われる。

樹形形状 根切は行わないので 根切とともに，地上
地上部勇定は必要な 部の蒸散防止のため
い。 枝葉の勇定が生じる。

生　長　度 植付時点より，順調 細根の密生するまで 発芽，生長に個体差
に生育する。 1～2年生育が遅れ がある。

る。

植栽時期 植付時期（適期）に 植付時期（適期）は 播種時期が限定され
巾がある。 限られる。 る。

植付手間 誰でも植付可能。 専門職が必要。クレ 誰でも播種可能。

一ンなどの機械が必

要な場合もある。

活着するま 2～3年生苗本の場 丸太支柱，幹巻きな
での風除な 合風除支柱は必要な どの養生が必要。

どの養生 い。強風地では密植
を行う。

修景効果 植付当初の修景効果 植付時点からある程 な　　し
はない。 度修景効果がある。

コ　ス　　ト 1本当りの単価は安 形状によるが，一般 イニシャル・コスト
い。 的に高い。（1本当 は非常に安い。

り）

管　　　理 林内うっべいまでは 活着が悪いため艮常 生育にバラツキが多

（2～3年）除草が の管理がかかる（支 いので，手間がかか
必要。 宰取り替えなど）夏 る。

期には灌水が必要。

そ　の　他 修景上，成木との混 ソデ・マント群落で 苗木植栽などと併用
植方法もある。 は成木（灌木）植栽 することが望ましい。

が有効である。
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植栽時

r Y

2＝，：：1昏二：薫誉慶鐸ピ”………　讐噺亀．、、

完成像

Fig．33　苗木植栽法による環境保全林断面模式図

　8）植　栽　密　度

　植栽密度とは，樹木の単位面積当りの植栽本数を示す。岡谷市の橋原，三沢地区では，とく

に冬季の寒さが厳しく，苗木の植付から活着するまでの期間や，新芽が開く時期に枝葉の枯損

など被害を受け易い。そのためには，密植し林内の枝葉を繁らせ早くうっ閉させて，樹木の相

互の働きで強風寒さなどの環境圧を和らげる必要がある。植付密度による効果は高くなれば

なるほど，樹木間の競争が激しくなり，林内のうっ閉は早くなり，低いほど遅い。従って環境

圧の強いところでは，植付密度を高くした方が効果的である。植栽密度を高くすることによっ

て以下のような効果が期待できる。

①早くうっ閉するので，強風・寒さなどの環境圧を全体で緩和する。

②枝葉が太陽光線をさえぎるため，地温変化の抑制や，林床の雑草が生えにくくなり，地

　　力の維持や管理面で有利となる。
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③枝葉が繁茂することにより，降雨が直接地表へたたきつけることがなくなり，表層土の

　　流亡を防ぐ。

　ここ橋原，三沢地区では，植栽密度が低い場合で，1．5～4本／m2とし，この場合は敷ワラに

よるマルチングを十分にする。植栽密度が高い場合には5本～7本／m2とし，敷ワラをも併用

する。

　9）マルチングの設置

　植栽地の多くは，樹木の生育に限らずしも最：適ではない場合が多い。保全林をバランスのと

れたく郷土の森〉に近づけるためには，このような土壌に対し，植栽後も積極的に土壌改善を

計り，時間をかけて樹木に快適な土壌環境状態に近づけていくことが必要である。いわゆる〈土

づくり漏土壌管理〉が大切である。土壌層の処理には，マルチング法，清耕法，草生法などの

3つの方法があるが，中でも苗木植栽にはマルチング法が有効な手段である。とくに冬季に土

壌凍結のおこる橋原，三沢地区では，欠かせない施業のひとつとなる。

　マルチングとは，植物の根元の地表面を保護するために覆う方法である。畑作では，稲・麦

わらやビニールにより，果樹園でも稲わらなどを用いマルチ栽培と呼ばれ従来から行なわれて

きた方法である。緑化用樹木においては，我が国は雨が多く，水分保持に対してそれ程配慮を

必要としないため，あまり行なわれていなかった。しかし，幼木から育てる苗木植栽法では，

初期の管理面からマルチングの効果は大変大きく，特に稲わら等の有機質材料によるマルチン

グ法は，今後の大規模な保全林形成において効果的な方法である。

　マルチングの設置による効果は以下のような4点にまとめることができる。

　①水　分 保 持：水分の蒸発をおさえ，降水の浸透をよくし一度に流出するのを

　　　　　　　　　　　　　　防ぐ。また地表面が覆われているため，表層土の侵食，流亡，

　　　　　　　　　　　　　　肥料分の流出を防ぐ。

　②地温の急変の抑制：とくに土壌凍結を轡ロする。

　③雑草の発生をおさえる：地表面に直接B光があたらないので，雑草の発生が著しく少な

　　　　　　　　　　　　　　くなり，除草等の維持管理費の軽減となる。

　④土壌構造の改善：土中が適度な温度と湿度が保たれるため，微生物や根の生育が

　　　　　　　　　　　　　　活発となる。マルチング材料そのものが有機質であるので，微

　　　　　　　　　　　　　　生物の働きにより分解し，肥料分となり，樹木の生育に良い。

　　　　　　　　　　　　　　土は徐々に腐植を多く含んだ膨軟な透水性の良い団粒構造の土

　　　　　　　　　　　　　　壌となる。

マルチングに使用される材料には，稲わら，麦わら，落葉，刈草，木暦等がある。どの材料

を使用するかについては，①工事が施工される地方，場所，②施工時期，③材料の供給状況な
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どにより選定する。

　稲わらが簡便で腐植し易く一般的ではあるが，大量使用の場合入手が難しいこともあり，事

前に手配して置く必要がある。

　マルチング材料には多くの種類があるが，いずれの材料を用いる場合でも，植栽地の地表面

をすきまなく覆いつくし，厚さは，3～10cm程度を目安とする。

　マルチング材料は，時問の経過と共に，分解腐植されていくが，腐植の過程で微生物がチッ

素をとり込むため，チッ素欠乏を起こしやすい。その際には，チッ素肥料の投与が必要な場合

もある。チッ素肥料の投与は，腐植がかなり進行してから，マルチング材料の上から散布を行

う。

＠稲わらマルチング法の例

①施用量

　　　1m2の地表面を覆うのに稲わら4～5kg（直径7～8cm程度の束で10～16束）が目安。

　　ただし，含水率等により重量は変化するので注意。

②施用期間，時期

　　植付時及び表層土の流亡防止から，理想的には樹木がうっ閉するまでの期間中は，行う

　方が望ましい。

③敷き方

　雨水の流れをゆるやかにさせるため，斜面に対して直角方向に並べていく。さらに，風に

　　より飛ばされ，バラバラになるのを防ぐために，束の先端はやや重ねて敷く。

④わら止め

　　わらなわまたはしゅろなわで押える。なわの両端及びその中間部はU型針金（8～10＃）

　　あるいは竹串で押さえる。

⑤材部の調達

　　農業の機械化に伴い，稲わらの入手が困難となってきている。植栽時期は普通春に集中

　するので，前年の秋（収穫時期）には十分な量の手配をしておく必要がある。
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Tab．6　マルチングの

　　　　　種類と特徴 マルチング

ﾌ　種　類
メ　　リ　　ッ　　ト デ　メ　リ　ッ　ト

稲　わ　ら 。腐りやすく，1年以内に分

�?植肥料効率が良い。

E雑草防除。

・入手が困難な場合がある。

B腐植の過程で窒棄を消費し

qf欠乏を起こしゃすい。

刈　　　草 ・有機質に富み，1年闘で分

�?植。

E草刈地が，近くに得られる

桙ﾍ，良い材料である。

。刈草が種子をつけている時

ﾍ，雑草が発生し，除草が

K要。

E刈草の労力確保に難点があ

@る。

落　　　葉 。有機質に富み，1年間で分

�?植。

。大量の落葉を確保すること

ﾍ不可能。

E風でとばされる心配あり。

オガク　ズ 。マルチング効果がすぐれ，

gいやすい。

E安価で大学に入手できる。

E断熱性が高い（地温の急変

}制〉。

。土中に混ぜると分解しゃす

@く，新しいものほど窒素を

ﾁ費し，窒素欠乏をおこし

竄ｷい。

B細かすぎるものは，空気の

ｬ通が悪い。

木材チップ ・オガクズに比べ大きいので，

@分解が遅く，窒素欠乏はお

@こしにくい。

Bマルチング効果もすぐれ，

?りにくく，長時間持続。

E風にとばされない。

E製紙会社，製作所で作られ

@たものが多く，形状，品質

@が均質化されるので，機械

@的四布が轡能（樹皮チップ

@も同様）。

。分解が遅いため，腐植に時

ｷがかかる。

樹皮チップ 。木材チップに比べ，分解後

ﾌ肥料分が多い。

・腐植の過程で窒素を消費し，

qf欠乏を起こしやすい。

パーク堆罷 ・樹皮を粉砕して，有機質肥

ｿ（N，家畜フン，米糖）
�Y加し，堆肥化したもの。

E堆肥であるので，脱チッソ

ｻ象もおこさず，植物の生

迹j害となる有害物質も除

獅ｳれている。

B養分があり，長時間持続。

・高価。

B堆肥であるので水分を含み，

ｩさばる。

B地表面の被覆後の安定に難

_がある。

この他にもモミガラ，落花生の殻，トウモロコシの実をとった後の軸粉砕，ビールのホップかす，タタミく

ずなど利用できる有機質系の材料はかなりあるはずである。各地方により，大量に入手しやすい材料のメリ

ット，デメリットを判断して使用すべきである。
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　10）施　　　肥

　施肥の本来の目的は，樹木の生育を良好にするとともに，健全な栄養状態を維持して，病虫

害や各種汚染の被害に対して樹木の抵抗性を維持，強化することにある。

　緑化用樹木においては，果樹，花木など特に結実，花つきの良し悪しに影響するものを除い

て，肥料は多くを必要としない。しかし，電源立地においては，土壌条件が良くないことも多

く，客土，盛土材も良好なものが手に入りにくいため，土壌中の腐植質が少なく，人為的に有

機質（落葉，刈草，堆肥などの有機質系土壌改良材）を土に還元し，土壌の化学性，物理性を

良好にする必要がある。

　肥料の種類は，成分により無機質肥料，有機質肥料に大別され，さらに，主成分（いわゆる

肥料の三要素分類）により，チッ素，リン，カリ肥料等に分けられる。また。効果の現われ方

により，速効性，遅効性肥料に分けられ，それぞれの特性を生かした効果的な使い方をする必

要がある。

Tab．7肥料の三要素

肥料の種類 肥　料　の　効　果，性　質

チッ素肥料 ④枝葉の繁茂に必要な養分であって，俗に葉肥といわれる。これが不足す

@ると，枝葉の生育は貧弱となり，葉は淡黄色となる。しかし，多用する

@と枝が徒長し，葉は濃緑色となり病虫害を招きやすく，耐寒性が低下す

@る。

C油粕，魚粉，鶏糞等に多く含まれ，落葉堆肥にも微量含まれている。化

w肥料では硫安，尿素がその代表

リン酸肥料 ⑧花や果実の開花，結実に欠かすことのできない養i分で，俗に花肥，実肥

@ともいわれる。これは土壌中によく吸収保持され，雨が降っても地下水

@に溶けて流出することも少なく，元肥として堆肥と混合することにより

b｢効果を示す。特に幼木育成期におけるリン酸の欠乏は著しく生育を

@阻．害するので注意を要する。

G油粕，骨粉，米三等の有機質肥料と化学肥料では過りン酸石灰が代表。
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　樹木の場合，単肥よりも，複合肥料が良く，土壌改良効果からも有機質肥料（堆肥，油粕，

魚肥類，鶏糞など）を中心に施す方が望ましい。

　施肥料の目安は，多くの因子に支配されることにより，まだ適正な施肥量の決め手がなく，

補助的な役目としてとらえるのが現実的である。できれば，土壌調査を定期的に行ない，土壌

の特性を知り，さらに樹木の生育状況を経年的に追跡して，総合的に判断することが理想的で

ある。

　また，植栽当初の未だ活着しない状態に多量の施肥を行うと，濃度障害（いわゆる肥料ヤケ）

を起こすことがあり，特に干天が続き，乾燥している時には注意が必要である。従って，植栽

当初は樹木が活着することを第一条件とし，完全活着を見届けてから施肥をおこなう。

　時期的には苗木を植栽してから約1～2ヶ月後より施肥をおこなうのが一般的である。ここ

橋原・三沢地区での肥料の量的目安は以下のとおりである。

　　油カス………………100g／ポット苗

　　ケイフン（乾燥）……100g／ポット苗

　　化成月巴料…………一・100g／ポット苗

　以上の混合肥料を年2團おこなうことが望ましい。また施肥は，敷ワラのマルチングの上よ

り散布する。
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Fig．35住宅地と新線か接する地域の例
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Fig．36人工構築物の集中する地域，環境保全林によるしゃへい緑地が必要とされる地域

F韮g．37防音壁のある地域，環境保全林による防音と目かくしが必要とされる地域
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Fig。40環境保全林の形成予定地

F圭g．姐環境保全林の形成予定地
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